
J-BAC 会員向けメールマガジン 

～ 日本以外の飲酒運転・アルコールチェック事情 Vol.2 ～ 

 

業務委員会・海外班では、各メンバーが分担し、世界の各地域の飲酒運転やアルコール検知器に関

連する情報をクリッピングし、会員のみなさまへお届けするメールマガジンを始めることにしまし

た。お時間あるときに、気軽にご覧ください。 

欧州担当    ：吉田委員（SenseAir） 

台湾・韓国担当 ：鍾委員（SEIKOIST） 

中国担当    ：福田委員（東京企画） 

東南アジア・北米：杉本委員（東海電子） 

 

□韓国 
 
１）飲酒運転告発褒賞金制度復活するか？  2023 年 4 月 21 日ニュースより 
 
飲酒運転告発褒賞金制度再導入推進 

～11 年前は１件当たり 30 万ウォン支給、最近飲酒運転

ハンターまで登場～ 

子供保護区域（スクールゾーン）で起きた飲酒運転事

故で９歳の小学生が亡くなってから１ヶ月経っていなか

ったが、絶え間ない飲酒運転事故が発生している。18 日

には就職したばかりの２０代女性が朝出勤道横断歩道を

渡るとき、酔っ払い状態で運転したドライバーによって

頭を大きく傷つけ意識を取り戻せずにいる。特に飲酒運

転事故を起こした運転者が車両を止めずにそのまま逃走し、女性を救助したのは周辺にいた市民たち

と近くにいたタクシー運転士だった。ドライバーは警察の調査で事故を起こした事実は「覚えていな

い」と述べており、市民たちが激怒した。この中、国内「ここ」で 11 年ぶりに「飲酒運転告発報奨金

制度」を導入する計画だと明らかにして注目を集めた。 
 
＜済州島議会常任委で 飲酒運転関連条例案を通過＞ 

済州自治道議会保健福祉安全委員会は、18 日に開かれた第

415 回臨時会で、済州自治道が提出した「自治警察事務及び

自治警察委員会の運営などに関する組合」改正案を審査し、

原案を可決した。 

今回の改正案には、飲酒運転に関する犯罪行為を告発した

人に褒賞金を支給できるように関連規定を設け、飲酒運転告

発褒賞金制度運営に関する事務を自治警察事務の具体的な状

況と範囲に含む内容を盛り込んでいる。飲酒運転告発褒賞金

制度の場合、済州で 2012 年 11 月末に導入され、約 6 ヶ月運営されている。 



当時申告 1 件当たり一律に 20 万ウォンの褒賞金額が策定されたが翌年 4 月から施行趣旨とずれる申告事例

が続出し、血中アルコール濃度の数値により免許取消水準は 30 万ウォン、免許停止水準は 10 万ウォンと

して差分支給した。賞金額については未定で以前より大きく下がるようです。 

このように済州で 11 年ぶりに飲酒運転告発褒賞金制度再導入を控えているのだが、以前のように件当た

り 30 万ウォンの大きな金額で策定されないものと見られる。11 年前に告発褒賞金制度予算の出所は国費

だったが、今回は地方費を投入するからだ。 

 

一方、飲酒運転事故が続いて発生し、社会的問題になっている中、酒場

近くで潜伏していて、飲酒運転者を捕まえる「飲酒運転ハンター」が登

場した。YouTube チャンネル「飲酒運転ハンターフクロウ」は 2 人組

で構成された。YouTube チャンネルには彼らが週末の夜を明かして酒

を飲んで運転するドライバーを最後まで追って警察に引き継ぐなど追

撃映像が上がっている。約 3 ヶ月前から始まった映像は、これまでな

んと 10 人を超える飲酒運転者を処罰したことが分かる。1.49 万人と

いう多くの購読者を保有している彼らは飲酒運転処罰が強化される日

までこのような活動を続けていく予定と伝えた。 

 

□台湾 
 台湾の飲酒運転事故の最新統計です。 

飲酒運転交通事故とは、道路交通安全規則のアルコール反応および呼気の検査でアルコール濃度が

0.15mg/L 以上であることが判明した運転者（自動車、機関車、動力機械、低速車両を含む）を指します。

事故に巻き込まれたすべての運転手、同乗者、歩行者が死亡または負傷しました。 



 

飲酒運転交通事故死者数とは、飲酒運転交通事故によりその場で死亡した人、または 30 日以内に死亡した

人の数をいいます。飲酒運転交通事故統計は来月 25 日に速報値が発表されますが、警察庁の交通事故資料

や厚生省の死因統計が改訂される可能性があるため、過去 1 年間のデータが公表されます。見直される可

能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ベトナム 
１）June 6, 2023 ベトナムのニュース記事 

“飲酒運転の車がボンネットに男性が引っかかったまま複数の車両に衝突”  

 

ベトナムビンズオン省の赤信号で、一

台の車が複数のオートバイに突っ込み、

ボンネットに男性が引っかかったまま前

進を続け、さらに他の車両に衝突しまし

た。 

ドライバーのヴー・トゥアン・アン（30

歳）は、火曜日の午後、この南部省で登録

された 4 人乗りの車を運転しており、ホ

ーチミン市と境を接するテュアン・アン

町の赤信号で複数のオートバイドライバ

ーに衝突しました。 

 

警察はアンが飲酒運転をしていたことを発見しました。アルコールテストによれば、彼の呼気中の

アルコール濃度は 1 リットルあたり 0.743 ミリグラムでした。この衝突事故により、男性が車のボン



ネットに引っかかり、車は前進を続けました。ボンネットの上の男性が道路に落ちた後、車はさらに

2 台のオートバイと道路脇に駐車していたピックアップトラックに衝突し、道路の分離帯にぶつかっ

た後でようやく停止しました。この事故により 3 人が負傷しましたが、死者は報告されていません。

アンは刑事訴訟を受けて拘留されています。 

 

ベトナムでは、運転中に体内に一定のアルコールが存在することは違法です。血液 100 ミリリット

ルあたり最大 50 ミリグラム、あるいは呼気 1 リットルあたり 0.25 ミリグラムのアルコール濃度を持

つ車の運転手は、最大 800 万 VND の罰金を科せられ、最⾧ 12 ヶ月間運転免許を取り消されます。 

 

https://e.vnexpress.net/news/news/traffic/drunk-car-driver-crashes-into-multiple-vehicles-with-man-stuck-on-hood-

4614688.html?utm_source=eVnExpress&utm_medium=social_Twitter&utm_campaign=sharelink_20230607&utm_con

tent=Traffic 

 

２）ハノイで飲酒運転防止セミナーで アルコール検知器協議会の紹介 

アルコール検知器協議会の海外班として筆者（杉本）がハノイで行われた JICA とアルコール検知器

メーカー（東海電子です）共催のセミナーに登壇、日本の業界団体による飲酒運転防止活動（業務

委員会の広報活動、警察庁や運輸省等行政連携、技術委員会によるアルコール検知器認定制度等）

を 30 分間説明しました。 

 

  



 

□アメリカ 
１）アメリカ NHTSA から、全米の飲酒運転事故統計が公表されました。 

2023 年 6 月に飲酒運転の事故統計が公表されました。相変わらずアメリカは年間 1 万人以上飲

酒運転死者がいます。車種ごと、年齢ごと、季節ごと、基本的な飲酒態様の統計となっています。

大型車両の個別レポートもあり、大型車両の飲酒運転統計が記載されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全米・全車種＞ 

https://crashstats.nhtsa.dot.gov/Api/Public/ViewPublication/813450 

＜全米・Large Trucks＞ 

https://crashstats.nhtsa.dot.gov/Api/Public/ViewPublication/813452 

 

２）IACT 年次総会について 

 法医学・科警研分野の、特にアルコール検査・ドラッグ検査の団体で、International Chemical 

Testing Association 国際化学検査協会という団体があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウェブサイトの団体説明（about us より） 

『国際化学検査協会は、主に交通安全に関連した化学検査に従事する政府機関の従業員で構成され

ています。彼らは地元、郡、教区、州、国、あるいは国際レベルで活動しています。この組織（IACT）

は、1987 年にマサチューセッツ州ボストンで交通局が後援したシンポジウムを経て、1988 年 3 月に

イリノイ州シカゴで設立されました。 

我々の組織は科学者と刑事司法の専門家から構成されており、研究者、犯罪学者、法医学者、規制

検査官、製造業者代表、法執行機関の職員などが含まれます。400 人以上のメンバーは、ほとんどの州

といくつかの国際メンバーから代表者を募っています。年間会費はメンバー1 人あたり 50.00 ドルで

す。我々は立法、トレーニング、会員、倫理、連邦機関とのコミュニケーション、現行の機器、新しい

機器と手順、製造業者、出版に対応する常設の委員会を持っています。また、州の化学検査プログラ

ムと製造業者代表のメーリングリストを保持しています』 

 

毎年総会のようなものを開催しているようで、

先般 2023 年 5 月に開催されたようです。 

 スポンサーや登壇者や講演内容をみると、呼

気アルコールというより、血中濃度や、唾液等、

法医学や鑑識で使われる検査技術全般がテー

マのようです。 

 

○2023 年 IACT Annual Conference Agenda 

https://www.iactonline.org/resources/Documents/IACT%202023/IACT%202023%20Agenda%20fin

al.pdf 

 

○2022 年 IACT 2022 Agenda 

https://www.iactonline.org/resources/Documents/IACT%202022/IACT%202022%20AGENDA_UP

DATED.pdf 

 

どうやらこの協会・学会は、アルコール検査全般の文献精査・オーソライズもしている模様です。

R126 が根拠としている論文のようなものが過去 30 年分くらいリストアップされています。 

https://www.iactonline.org/IACT-resources 

○Simulator Solutions、 

○Dry Gas in Breath Alcohol Testing 

○Blood/Breath Correlation 

○Mouth Alcohol  

○Uncertainty of Measurement 

○Breath Temperature and Exhalation Profiles 

論文リストは別紙にて 
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